










自殺の現状を知り、みんなでお互いに「気づき、声をかけ」「話を聴いて」「専門家につなげ」

「見守り」住みやすい地域づくりをしましょう。
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自殺対策を推進するためには、自殺について、誤解や偏見をなくし、正しい知識を普及啓発

ることが重要です。このため、平成１９年６月に閣議決定された「自殺総合対策大綱」にお

て、「９月１０日の世界自殺予防デーに因んで、毎年、９月１０日からの一週間を自殺予防

間として設定し、国、地方公共団体が連携して、幅広い国民の参加による啓発活動を強力に

進」することとされました。

自殺予防週間は、当該期間中における集中的な啓発事業

の実施を通じて、国民に自殺や精神疾患についての正しい

識を普及啓発し、これらに対する偏見をなくしていくと

もに、命の大切さや自殺の危険を示すサイン、また危険に

づいたときの対応方法等について国民の理解の促進を図る

とを目的とするものです。

≪中央労働災害防止協会・労働者の自殺予防マニュアル作成検討委員会偏

「職場における自殺の予防と対応」厚生労働省≫

次のようなサインを多く認める場合は、自殺の危険が迫っています。

1. うつ病の症状に気をつけよう（気分が沈む、自分を責める、仕事の能率が落ちる、決断

できない、不眠が続く）

2. 原因不明の身体の不調が長引く

3. 酒量が増す

4. 安全や健康が保てない

5. 仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う

6. 職場や家庭でサポートが得られない

7. 本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、財産）を失う

8. 重症の身体の病気にかかる

9. 自殺を口にする

10. 自殺未遂に及ぶ
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１．自殺予防週間とは、

2．自殺のサイン（自殺予防の１０か条）
6

１．三重県の自殺者数の推移（厚生労働省：人口動態統計確定数

3．自殺の現状
）





どのように、「気づき」、「声をかけ」、「話を聴いて」、「専門家に

つなげ」、「見守り」すればよいか？

３０分程度の研修会『メンタルパートナー養成研修』があります。

職場等での集まりで、時間が３０分程度取れる場合は、こころの

健康センターへ声を掛けてください。

３．自殺を考えた経験の有無（内閣府「自殺に関する意識調査」より）

意識調査において、今までに本気で自殺したいと思ったことがあるか聞いたところ、

１９．１％と国民の５人に１人が「自殺したいと思ったことがある」と答えています。

４．自殺を考えたとき、誰に相談したか（内閣府「自殺に関する意識調査」より）

自殺したいと考えたとき、誰に相談したか聞いたところ、「相談したことはない」と

答えた者の割合が６０．４％となっており、相談したことのある者の相談相手として

は、「友人」と答えた者の割合が１７．６％で最も高く、次いで「同居の親族（家族）」

１３．９％となっている。相談をしたことがある人の多くは身近な友人・家族で、専

門的な相談機関へはつながっていないのが現状です。
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